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現在，日本では自閉スペクトラム症（ASD）を持つ人が約 100人に 1人いるとされている。ASD児の抱える

問題の一つに偏食が挙げられる。偏食の原因には見た目や味，においに加え，ASD特有の感覚過敏が関係

すると考えられる。本研究は，ASD児と定型発達児の偏食の違いを調査し，比較することを目的とする。 
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１． はじめに 

現在，日本では自閉スペクトラム症（ASD：Autism 

Spectrum Disorder）を持つ人は約 100 人に 1 人存

在するとされている。また，「隠れ ASD」や「ASD グ

レーゾーン」といった現代社会で ASD と診断され

ないことで必要な支援が受けられずに生きづらさ

を感じている人が一定数いるとされている。ASD を

持つ人は，こだわりが強く，限られた興味をもち，

コミュニケーションなど対人関係を苦手とするな

どの傾向がある 1)。ASD 児の抱える問題の一つとし

て偏食が挙げられる。極度の偏食は，日常生活に直

結する問題であり学校生活や社会で生きていく中

での困難となる。また，保護者の大きなストレス要

因になりかねない。偏食は，心身の成長とともに改

善していくこともあるが，一方で，改善することな

く成人しても偏食を抱えたままの人もいる 2)。偏

食の原因として見た目や味，においなど定型発達

児と通じる理由もあれば，こだわりの強さ，感覚過

敏などの ASD の特性によるものも存在すると考え

られている。しかし，定型発達児と ASD 児の偏食

の傾向の違いや考えられる理由に関する報告は少

ない 3)4)5)。 

 

２．目的 

そこで本研究は，ASD 児の保護者と定型発達児の

保護者，療育者，保育者に調査を依頼し，ASD 児と

定型発達児の偏食の傾向を調査し比較を行い，偏

食の傾向及び ASD 児と定型発達児の偏食に関する

違いについて明らかにすることを目的とする。本

研究の結果が幼児期の児童の食事支援に貢献でき

ると考える｡ 

また，本調査での偏食の定義は，「特定の食品に

対する好き嫌いがはっきりしていて，しかもその

程度がひどいこと」6)とする。 

 

３．対象・方法 

調査は 2 種類行う。 

調査 1 の対象は，杉並区の某療育センター幼児

教室を利用する医師から ASD または自閉傾向あり

と診断を受けた未就学児と，国分寺市の某幼稚園

を利用する未就学児のうち保護者から承諾を得た

児童である。調査 2 の対象は，各施設の療育者及

び保育者である。両調査は研究主旨や協力内容を

各施設で口頭および文書で説明し，各施設を通じ

て保護者や療育者・保育者には説明書，同意書，同

意撤回書，無記名自記式質問紙を配布する予定で

ある。 

また，分析はカイ二乗検定と t 検定を用いどち

らも p＜0.05 を有意水準として解析・評価を行う。 

本研究は，現在東京家政学院大学倫理審査委員

会に申請中である。 

 

４．内容 

（1）調査 1 
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調査 1 の対象者には，14 項目もしくは 12 項

目について質問する。 

① 基本属性 

性別，年齢は共通の質問とし幼児教室の児

童には医療機関での診断名及び IQ（知的レベ

ル）もしくは DQ（発達レベル）について質問

する。 

② 保護者による食事場面の評価 7) 

日常生活における児童の食事場面 4 項目に

ついて質問する。質問項目は以下のとおりで

ある。 

・食事場面の困りごと 

・食事場面の自立度 

・使用している食具 

・食事にかかる時間 

③偏食について 

児童の偏食について 6 項目について質問す 

る。質問項目は，以下のとおりである。 

・5 品目（ピーマン・なす・きのこ・トマト・

人参）の苦手意識とその理由８) 

・上記 5 品目以外の食材・料理で全く食べら

れないものとその理由 

・上記 5 品目以外の食材・料理で苦手だが食

べられるものとその理由及び工夫 

・苦手な食材の傾向や共通点 

・過去に苦手だった食材・料理が現在食べら

れるようになった理由及び工夫とその時期 

・将来的な食事面での不安の有無とその理由 

（2）調査 2 

調査 2の対象者に 4項目について質問する。 

質問項目は以下のとおりである。 

・各施設を利用する児童の苦手な食材や料理

の共通点や傾向 

・各施設を利用する児童の年齢・発達と偏食

の関係 

・食事の際の自立度と偏食の関係 

・偏食の原因についての見解 

５．今後について 

現段階では，本研究は実際に調査するまでに 

至っていない。しかし，調査分析により ASD 児の

偏食の原因，傾向，定型発達児との違いを明らかに

できると考えている。また結果を家庭や教育現場

に還元することで ASDの診断の有無にかかわらず，

偏食による困難を抱えている人が少しでも減少す

ることを期待する。 
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